
――― 1819 ――― 空き家対策のこれまでとこれから

どうする？「空き家・空き地」対策特
集

　

増
加
す
る
空
き
家

　

総
務
省
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
八
年
の
全
国

の
空
き
家
数
は
八
四
六
万
戸
（
図
１
）、
空
き
家
率
（
空
き
家
数
の
住
宅

総
数
に
対
す
る
割
合
）
は
一
三
・
六
％
と
な
り
、
五
年
前
の
調
査
に
比
べ
、

空
き
家
数
は
二
六
万
戸
増
加
、
空
き
家
率
は
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

空
き
家
に
は
「
売
却
用
」「
賃
貸
用
」「
二
次
的
住
宅
（
別
荘
な
ど
）」「
そ
の

他
」
の
四
つ
の
類
型
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
と
く
に
問
題
と
な
る
の
は
、
空

き
家
に
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
買
い
手
や
借
り
手
を
募
集
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
置
か
れ
て
い
る
状
態
の
そ
の
他
の
空
き
家
三
四

七
万
戸
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
親
の
死
亡
後
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
ケ
ー
ス
が
こ
れ
に

当
た
る
。
そ
の
他
の
空
き
家
の
七
割
は
木
造
戸
建
て
で
あ
る
。
住
ま
な
く

て
も
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
放
置
期
間
が
長
引
く

ど
う
す
る
？
「
空
き
家
・
空
き
地
」
対
策

空
き
家
対
策
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

全
国
で
増
え
続
け
る
﹁
空
き
家
﹂。

二
〇
一
五
年
の
﹁
空
家
法
﹂
施
行
後
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
戸
建
て
の
み
な
ら
ず
、

空
き
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
対
策
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
深
刻
な
現
状
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
い
た
。

と
倒
壊
し
た
り
、
不

審
者
侵
入
や
不
法
投

棄
の
危
険
性
が
増
し

た
り
す
る
な
ど
周
囲

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

問
題
空
き
家
と
な
る
。

　

二
〇
一
八
年
の
調

査
で
は
、
売
却
用
、

賃
貸
用
、
二
次
的
住

宅
の
空
き
家
数
は
合

計
で
減
少
す
る
一
方
、

そ
の
他
の
空
き
家
数

が
二
九
万
戸
増
加
し

た
。
そ
の
結
果
、
空

き
全
体
に
占
め
る
そ
の
他
の
空
き
家
の
割
合
は
、
二
〇
一
三
年
の
三
八
・

八
％
か
ら
二
〇
一
八
年
に
は
四
一
・
一
％
に
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
他

の
空
き
家
の
総
住
宅
数
に
対
す
る
割
合
（
＝
そ
の
他
の
空
き
家
率
）
は
、二

〇
一
三
年
の
五
・
三
％
か
ら
二
〇
一
八
年
に
は
五
・
六
％
と
上
昇
し
た
。

　

つ
ま
り
二
〇
一
八
年
調
査
で
は
、
空
き
家
の
う
ち
と
く
に
問
題
視
さ
れ

る
も
の
が
増
え
、
状
況
は
五
年
前
に
比
べ
明
ら
か
に
悪
化
し
た
。
そ
の
他

の
空
き
家
は
、
人
口
、
世
帯
の
減
少
が
先
行
し
て
は
じ
ま
っ
た
地
方
か
ら

増
加
が
め
だ
ち
は
じ
め
、
近
年
は
都
市
部
で
も
郊
外
の
ほ
か
、
空
洞
化
が

進
む
中
心
市
街
地
で
増
加
し
て
い
る
。
地
方
に
比
べ
都
市
部
で
は
そ
の
他

の
空
き
家
率
は
低
い
が
、
そ
の
他
の
空
き
家
の
数
は
多
く
、
か
つ
密
集
し

て
い
る
た
め
、
問
題
空
き
家
が
現
れ
た
時
の
周
囲
に
与
え
る
悪
影
響
の
度

合
い
は
高
い
。

　

今
後
も
そ
の
他
の
空
き
家
は
増
え
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。
都
道
府
県

別
に
高
齢
化
率
と
そ
の
他
の
空
き
家
率
の
関
係
を
見
る
と
、
高
齢
化
率
が

高
い
ほ
ど
そ
の
他
の
空
き
家
率
が
高
い
（
図
２
）。
今
後
、高
齢
化
率
が
高

ま
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
そ
の
他
の
空
き
家
率
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
は
確

よ
ね
ま
や
・
ひ
で
た
か

一
九
六
三
年
新
潟
県
生
ま
れ
。
筑
波
大
学
第
三
学
群
社
会
工
学
類
卒
業
。
同
大
学
大
学
院
経
営
・
政
策

科
学
研
究
科
修
了
。
野
村
総
合
研
究
所
、
富
士
総
合
研
究
所
、
富
士
通
総
研
を
経
て
、
二
〇
一
九
年
四

月
か
ら
現
職
（
シ
ン
ク
ダ
イ
ン
は
、
カ
シ
ワ
バ
ラ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
り
、
二

〇
一
九
年
一
〇
月
に
カ
シ
ワ
バ
ラ
コ
ン
パ
ス
に
社
名
変
更
の
予
定
）。
専
門
は
住
宅
・
土
地
政
策
、
日

本
経
済
。
主
な
著
書
に
『
世
界
の
空
き
家
対
策
』（
編
著
、
学
芸
出
版
社
）、『
捨
て
ら
れ
る
土
地
と
家
』

（
ウ
ェ
ッ
ジ
）、『
縮
小
ま
ち
づ
く
り
』（
時
事
通
信
社
）、『
限
界
マ
ン
シ
ョ
ン
』『
空
き
家
急
増
の
真
実
』

（
と
も
に
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）
な
ど
。

実
で
あ
る
。

　

空
き
家
増
加
に
と
も
な
い
、
自
治
体
は
、
問
題
空
き
家
の
除
却
、
使
え

る
空
き
家
の
再
利
用
の
両
面
で
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

　

空
家
法
の
制
定
と
税
制
改
正

　

除
却
に
つ
い
て
は
、二
〇
一
五
年
五
月
の「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

シ
ン
ク
ダ
イ
ン
　
研
究
主
幹

米
山
秀
隆

図１● 空き家数の推移
（万戸）
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出所：総務省「住宅・土地統計調査」

	 1978	 1983	 1988	 1993	 1998	 2003	 2008	 2013	 2018
	 	 	 	 	 （年）

98
125

131
149

182
212

268 318 347

14 22
30 37

42
50

41 41 38

157 183 234 262
352 398 368

30
35 31 29

429413 431448 460 460

その他の住宅
二時的住宅

売却用・賃貸用 売却用
賃貸用

る
特
別
措
置
法
」

（
以
下
、空
家
法
）

の
全
面
施
行
に
と

も
な
い
、
危
険
な

空
き
家
な
ど
を
自

治
体
が
特
定
空
家

と
認
定
し
、
助
言

・
指
導
、
勧
告
、

命
令
、
代
執
行
の

措
置
を
と
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
勧

告
の
段
階
に
な
る

と
、
敷
地
に
対
す

る
固
定
資
産
税
の

住
宅
用
地
特
例
が

解
除
さ
れ
て
税
負

出所：総務省「住宅・土地統計調査」、「人口推計」

図２●高齢化率とその他の空き家率（2018 年）

高齢化率（65歳以上人口の割合、％）

そ
の
他
の
空
き
家
率
（
％
）
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